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阿部茂行教授のご退職を記念して

同志社大学政策学部・総合政策科学研究科教授　岡本由美子

　阿部先生と初めてお会いしたのは、私がまだ、ハワイ大学大学院経済学研究科の大学院生で、
博士論文の執筆に四苦八苦している時でした。同大学院経済学研究科の修了生であり大先輩に
あたる阿部先生は、その当時から世界中を駆け回っておられ、ハワイにも度々、来られていま
した。そんな中、後輩である私のことを気にかけて下さり、いろいろと有益なアドバイスを下
さったことを今でも覚えております。
　私が就職をした後も、いろいろな場所で阿部先生にお会いし、お世話になる機会が多かった
のですが、その中で一番印象に残っているのは、阿部先生が研究に対して妥協することなく、
常に、真摯な態度で臨んでおられることでした。大学院修了直後の頃は、より多くの論文や本
を執筆し、出版したいと思ってしまう傾向にあります。それが良いかどうかは別として、新人
の頃は、その方が就職に有利だと思いがちだからです。私も例外ではありませんでした。しかし、
そのような私の行動を見て、阿部先生が、「岡本さん、1年に何本も書くよりも、１本でもい
いから、より多くの人に評価されるような、きっちりとした学術論文を書き続けた方がいいよ」、
とアドバイスを下さいました。ハッとしました。私自身、その言葉通りになったかどうかはわ
かりませんが、阿部先生のアドバイスは私の研究人生の大きな指針となりました。
　阿部先生の研究に対する真摯な態度は、先生が長きにわたって執筆されてこられた数多くの
学術論文や名著より明らかであります。阿部先生は、これまで特に、世界の成長センターとし
て重要性を増すアジアの経済発展や経済統合の理論・実証研究に従事してこられました。日本
にもアジア経済の専門家や研究者が少なからずいらっしゃいますが、阿部先生のご功績は何と
いっても、ボーダレス化する世界の中でアジアがどのように位置付けられるのかというグロー
バルな視点と、アジア諸国での現地調査を通じたローカルな視点をうまくバランスさせた研究
を積み重ねてこられたところにあるといえます。
　発展途上国の研究は、日本ではこれまで、経済学を駆使した理論・実証的アプローチと地域
研究アプローチに大きく分かれてきたといっても過言ではないかと思います。研究の最終目標
は同じであっても、研究方法が異なるため、同じ大学や研究所内においても、両者の話し合い
や融合がそれほど生じてきたとは言い難いと私は考えております。しかし、阿部先生は普遍性
を追求する経済学という学問分野を研究の主軸に置きながらも、地域研究者によってこれまで
積み重ねられてきたある特定の国や地域の特殊性にも目を向けることができる、度量が大きい
研究者でいらっしゃいます。その度量の大きさゆえに、同じアジアの現象を目のあたりにして
も、グローバル、ローカル、両方の視点をうまくバランスさせて物事をとらえ、研究を進める
ことができるのだと私なりに理解をしております。
　阿部先生のご功績は、ご自身の研究に限られたものではありません。他にもいくつもありま
す。1987年に the East Asian Economic Association（EAEA）が設立されると当初から深く関わっ
て来られました。阿部先生はまた、その学会誌である Asian Economic Journalの編集者として
も長年尽力をされてこられ、雑誌の知名度の向上に大いに貢献されました。同志社大学でも



104

2005年から近年まで、同志社大学現代アジア研究センター長を務めておられます。
　こういった阿部先生の数多くのご功績の背景には、長年にわたって築いてこられた国内外の
研究者との幅広いネットワークがあげられると思います。国内のみならず、国際学会、国際ワー
クショップでも数多く研究成果を発表されたり、座長やコメンテーターとしてご活躍をされた
りと、多くの日本人にはなかなか真似ができないものです。
　最後になりましたが、阿部先生の教育面についても言及させていただきたいと思います。研
究熱心な先生は、兎角、教育にはそれほどでもない、ということがよく言われますが、阿部先
生の場合は、厳しくも非常に熱心に教育も行ってこられ、頭が下がる思いでした。2004年度
に同志社大学政策学部が設立された当初より、私も同学部でご一緒させていただいて参りまし
たが、阿部先生には教育面でもいろいろとお教えいただき、感謝の念に堪えません。
　同志社大学は、2013年度より、グローバルな舞台に積極的に挑戦し活躍できる人材育成を
推進する文部科学省の「グローバル人材育成推進事業（グローバル 30プラス）」に採択され、
政策学部もいくつかのゼミが海外でフィールドワークを行うようになりました。政策学部は設
立当初より、各ゼミでフィールドワークを行い、かつ、それを単位化できるしくみを備えてお
ります。阿部先生のゼミは主に東南アジアで海外フィールドワークを行って来られました。訪
問先は以前勤務されておられた国際連合アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）を始めとして、
タイでも有数の大学であるタマサート大学、日系企業、タイで著名な NGO等々、非常に多岐
にわたっており、学生にも大変人気でした。阿部先生のグローバルとローカルな視点をうまく
バランスさせるという思いは、このような海外フィールドワークの学部教育への積極的な活用
にもあらわれております。
　同志社大学ご退職後も、まだまだ、国内外、かつ、多方面でご活躍されるのではないかと思
います。今後のご健康と益々のご活躍を祈念致しております。阿部先生、長い間、本当にあり
がとうございました。


